
1	 目的
2017（平成29）年に告示された保育所保育指針，幼保連

携型認定こども園教育・保育要領では，乳児保育に関わる
「ねらい及び内容」として3つの視点が示され，1歳以上3
歳未満児及び3歳以上児に関わる「ねらい及び内容」とし
て5領域が位置付き，幼稚園教育要領も含め，幼児期の終
わりまでに育ってほしい10の姿が小学校以降の学習や生活
の基盤の育成につながっていくことが明記された。⑴

しかし，乳児保育の3つの視点と5領域の関係，5領域
と育ってほしい10の姿，10の姿と各教科等の関係が別々の
概念図で示されているため，乳幼児期から小学校以降の
児童期までのつながりが一目ではわかりにくい。⑵ そこで，
本研究の目的①として，育ちを理解しやすいように一つの
概念図で表すことを目指す。
また，2017（平成29）年版の保育所保育指針，幼保連携

型認定こども園教育・保育要領，幼稚園教育要領では1989
（平成元）年以降に導入された「保育内容5領域」の考え

方を引き継ぎつつ，「育みたい資質・能力」の概念を新し
く盛り込むこととなった。⑶「育みたい資質・能力」は幼
児教育から小学校，中学校，高等学校教育にわたる長期的
な視野で育むものである。それに伴い，2008（平成20）年
版幼稚園教育要領等までは「心情・意欲・態度」から捉え
ていたねらい及び内容を今回の改訂（定）では「資質・能
力」で捉える変更がなされたのである。
しかし，2008（平成20）年版幼稚園教育要領等と2017（平

成29）年版幼稚園教育要領等の保育内容5領域におけるね
らい及び内容の文章は若干の修正はあるものの，ほとんど
同様であるため，⑷ 新たに捉え直す必要がある。
そこで，本研究の目的②として，保育内容5領域と育み

たい資質・能力の関係を考察し明らかにする。

2	 方法
2017（平成29）年版の幼稚園教育要領，保育所保育指針，

幼保連携型認定こども園教育・保育要領，小学校学習指導
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要領を主な資料として内容を分析・考察する。
（1）	乳児保育に関わる「ねらい及び内容」の3視点，1歳
以上3歳未満児及び3歳以上児に関わる「ねらい及び内
容」の5領域，幼児期の終わりまでに育ってほしい10の
姿，小学校各教科等の関係を分析・考察し図式化する。

（2）	5領域の「ねらい及び内容」と「育みたい資質・能力」
の関係を分析・考察する。

3	 結果及び考察
3−1	 乳幼児期から小学校以降の児童期へのつながり

（1）	3つの視点と5領域のつながり
2017（平成29）年版保育所保育指針によると，乳児保育

に関わる「ねらい及び内容」は，この時期の発達の特徴を
踏まえ，身体的発達に関する視点「健やかに伸び伸びと育
つ」，社会的発達に関する視点「身近な人と気持ちが通じ
合う」，精神的発達に関する視点「身近なものと関わり感
性が育つ」としてまとめて示してある。⑸

3つの視点と5領域の関係については，厚生労働省「保
育所保育指針の改定に関する議論のとりまとめ」（2016年
12月21日）によると，以下のような説明がある。
①発達の未分化性
「乳児期においては，現行の5領域で示している保育内
容に関する発達が未分化な状況にあることから，生活や遊
びが充実することを通して，子どもたちの身体的・精神的・
社会的発達の基盤を培う」⑹

ここでは，1989（平成元）年から導入された5領域の考
え方をベースにしながらも，乳児期の未分化な発達を踏ま
えた上で視点を3つに整理した経緯が示されている。
②3つの視点と5領域の連続性
「『身近な人と気持ちが通じ合う』という視点からは，主
に現行指針の『言葉』『人間関係』の領域で示している保
育内容との連続性を意識しながら，保育のねらい・内容等
について整理・記載。乳児からの働きかけを周囲の大人が
受容し，応答的に関与する環境の重要性を踏まえ記載」⑺

「『身近なものと関わり感性が育つ』という視点からは，
主に現行指針の『表現』『環境』の領域で示している保育
内容との連続性を意識しながら，保育のねらい・内容等に
ついて整理・記載。乳児が好奇心を持つような環境構成を
意識して記載」⑻

ここでは，どの視点とどの領域との連続性が特に意識さ
れるのかが説明されている。「健やかに伸び伸びと育つ」と
いう視点については言及が無いが，図1から読み取ると，
「健康」の領域で示している保育内容との連続性を意識し
ていることが分かる。さらに，保育の内容は養護における
「生命の保持」及び「情緒の安定」に関わる保育の内容と，
一体となって展開されることも図1から読み取れる。

（2）	5領域と10の姿のつながり
2017（平成29）年版保育所保育指針では，3歳以上児と

同様に1歳以上3歳未満児にも5領域が適用されることと
なった。5領域とはすなわち，心身の健康に関する領域
「健康」，人との関わりに関する領域「人間関係」，身近な
環境との関わりに関する領域「環境」，言葉の獲得に関す
る領域「言葉」，感性と表現に関する領域「表現」である。
　2017（平成29）年版幼稚園教育要領によると，「領域」は，
「ねらい及び内容」を幼児の発達の側面からまとめ，示し
たものであるとされている。⑼

幼児期に育ってほしい10の姿は，文部科学省「幼児期の
教育と小学校教育の円滑な接続の在り方について（報告）」
（2010年11月11日）で示された参考例12の姿を手がかりに，
文部科学省「幼児教育部会における審議の取りまとめ」
（2016年8月26日）で打ち出された概念であり，「5領域の
内容等を踏まえ，特に5歳児の後半にねらいを達成するた
めに，教員が指導し幼児が身に付けていくことが望まれる
ものを抽出し，具体的な姿として整理したもの」とされて
いる。（図2）⑽

（3）	小学校学習指導要領における幼児期に育ってほしい10
の姿の取り扱い
2017年版小学校学習指導要領第1章総則第2教育課程の

編成の4学校段階等間の接続において，以下のように説明

図1　0歳児の保育内容の記載のイメージ
（厚生労働省「保育所保育指針の改定に関する議論のとりま
とめ」2016年12月21日）より

図2　幼児期の終わりまでに育ってほしい姿の整理イメージ
（文部科学省「幼児教育部会における審議の取りまとめ」
2016年8月26日）より
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されている。⑾

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を踏まえた指導
を工夫することにより，幼稚園教育要領等に基づく幼児期
の教育を通して育まれた資質・能力を踏まえて教育活動を
実施し，児童が主体的に自己を発揮しながら学びに向かう
ことが可能となるようにすること」
「低学年における教育全体において，例えば生活科にお
いて育成する自立し生活を豊かにしていくための資質・能
力が，他教科等の学習においても生かされるようにするな
ど，教科等間の関連を積極的に図り，幼児期の教育及び中
学年以降の教育との円滑な接続が図られるよう工夫するこ
と。特に，小学校入学当初においては，幼児期において自
発的な活動としての遊びを通して育まれてきたことが，各
教科等における学習に円滑に接続されるよう，生活科を中
心に，合科的・関連的な指導や弾力的な時間割の設定など，
指導の工夫や指導計画の作成を行うこと」
さらに，文部科学省「幼児教育部会における審議の取り

まとめ」（2016年8月26日）では，「生活科における教育の
イメージ」の概念図を示し，幼児期の終わりまでに育って
ほしい姿がどのように小学校の各教科等につながっていく

かを表している。（図4）

（4）	養護，3つの視点，5領域，10の姿のつながりを踏ま
えた小学校教育へ
養護及び乳児保育に関わる「ねらい及び内容」の3視点

と1歳以上3歳未満児及び3歳以上児に関わる「ねらい及
び内容」の5領域のつながり（図1），5領域と幼児期に育

図4　生活科における教育のイメージ
（文部科学省「幼児教育部会における審議の取りまとめ」
2016年8月26日）より
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ってほしい10の姿のつながり（図2），幼児期の終わりま
でに育ってほしい10の姿と小学校各教科等のつながり（図
4）を参考にして，筆者なりに整理し図式化したものが，
図3となる。
養護と教育は一体的であり全ての視点や領域，姿は関連

しているが，特に関連性が深いもの同士と発達の方向性を
考え位置づけた。育ってほしい10の姿のうち「思考力の芽
生え」は小学校の各教科等全てに深く関連する。「社会生
活との関わり」については，領域との関連から「家族，地
域の人」と「情報，施設」の2つの方向性に分けて示した。
また，接続期として幼児期と小学校低学年とのつながりを
主に表すため，中学年以降に導入される理科，社会，外国
語活動，外国語，家庭，総合的な学習の時間（「総合」と
略）については（　）で示してある。

3−2	 5領域と資質・能力の関係
（1）5領域，10の姿，3つの資質・能力の関係
2017（平成29）年版幼稚園教育要領では，5領域，10の

姿，3つの資質・能力の関係を，「『幼児期の終わりまでに
育ってほしい姿』が，ねらい及び内容に基づく活動全体を
通して資質・能力が育まれている幼児の幼稚園修了時の具
体的な姿」と記している。⑿

無藤（2017）は，この3つの関係性を以下のように説明
している。「幼児教育（幼稚園教育）を通して子どもが身
に付けようとする事柄の中核を資質・能力と呼びます。〜
中略〜。『幼児期の終わりまでに育ってほしい姿』とは，
3歳（あるいは0歳・1歳からの長い育ちを通して）から5
歳児後半に特に伸びていく5領域の内容を10に整理したも
のです。資質・能力は具体的には5領域の『ねらい』に反
映され，『内容』に示された活動の中で育ち，幼児教育の
修了からさらに小学校へと伸びていきます。」⒀

（2）	心情，意欲，態度から3つの資質・能力へ
2008（平成20）年版幼稚園教育要領では，「ねらいは，

幼稚園修了までに育つことが期待される生きる力の基礎と
なる心情，意欲，態度などであり，内容は，ねらいを達成
するために指導する事項」（下線筆者）であった。⒁ このこ
とから，5領域のねらいは基本的に心情，意欲，態度の3
つから成り立っていた。例えば，領域「健康」のねらいは
以下のとおりである。「①明るく伸び伸びと行動し，充実
感を味わう。②自分の体を十分に動かし，進んで運動しよ
うとする。③健康，安全な生活に必要な習慣や態度を身に
付ける。」⒂ ①は心情，②は意欲，③は態度のねらいと考え
られる。
しかし，2017（平成29）年版幼稚園教育要領では，「ね

らいは，幼稚園教育において育みたい資質・能力を幼児の

生活する姿から捉えたものであり，内容は，ねらいを達成
するために指導する事項」（下線筆者）と変化する。⒃

資質・能力は，幼児期においては，①豊かな体験を通じ
て，感じたり，気付いたり，分かったり，できるようにな
ったりする「知識及び技能の基礎」，②気付いた事や，で
きるようになったことなどを使い，考えたり，試したり，
工夫したり，表現したりする「思考力，判断力，表現力等
の基礎」，③心情，意欲，態度が育つ中で，よりよい生活
を営もうとする「学びに向かう力，人間性等」の3つであ
る。⒄

領域「健康」のねらいは「①明るく伸び伸びと行動し，
充実感を味わう。②自分の体を十分に動かし，進んで運動
しようとする。③健康，安全な生活に必要な習慣や態度を
身に付け，見通しをもって行動する。」である。⒅（下線は
2008（平成20）年版との相違点）
2008（平成20）年版幼稚園教育要領と2017（平成29）年

版幼稚園教育要領における領域「健康」ねらいの文章的な
違いは，「見通しをもって行動する」の箇所だけとなって
いる。
「心情・意欲・態度」は3つの資質・能力のうち「学び
に向かう力・人間性等」に含まれる。しかし，文章的な違
いがあまり無いため，残りの「知識及び技能の基礎」「思
考力，判断力，表現力等の基礎」については，ねらいに反
映されないままになっているように受け止められかねない
と考える。
一方，2017（平成29）年版小学校学習指導要領では，

各教科等の目標を3つの資質・能力で示している。例え
ば，「国語」においては，以下のようになっている。（下線
筆者）
「言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，
国語で正確に理解し適切に表現する資質・能力を次のとお
り育成することを目指す。（1）日常生活に必要な国語に
ついてその特質を理解し適切に使うことができるように
する。（2）日常生活における人との関わりの中で伝え合
う力を高め，思考力や想像力	を養う。（3）言葉がもつよ
さを認識するとともに，言語感覚を養い，国語の大切さ
を自覚し，国語を尊重してその能力の向上を図る態度を
養う。」⒆

さらに，内容は「知識及び技能」，「思考力，判断力，表
現力等」に分類して示してあり明確である。⒇「学びに向
かう力，人間性等」は分類としては挙げられていないが，
「資質・能力の育成に向けて，児童の主体的・対話的で深
い学びの実現を図る」� ことで目標が達成されていくと考
えられる。

〈金沢星稜大学　人間科学研究　第 11 巻　第 2 号　平成 30 年 2 月〉62

− 62 −



（3）	コンテンツ（中身）とプロセス（過程）としての資質・
能力
小学校学習指導要領に比べ，幼稚園教育要領（保育所保

育指針，幼保連携型認定こども園教育・保育要領も同様）
では5領域のねらい及び内容のどの部分が3つの資質・能
力につながっているかが明確とは言いがたい。もちろん，
総合的，一体的に行われる幼児教育でははっきりと区分し
ないことが基本という考え方もあるだろう。しかし，その
曖昧性が，計画を立てねらい及び内容を文章化することを
難しくする一因となっているとも言えるのではないか。
資質・能力とねらい及び内容，10の姿の関係性を考える

手がかりとなるのが，「幼児教育において育みたい資質・
能力の整理（文部科学省「幼児教育部会における審議の
取りまとめ」2016年8月26日）」である。（図5）	この図は，
5領域の「ねらい及び内容」「幼児期の終わりまでに育っ
てほしい姿」から主なものを取り出し便宜的に分け3つの
資質・能力を表す円の中に例示されている。実際は遊びを
通しての総合的な指導を通じて育成される。�

筆者は，円の例示を資質・能力の具体的なコンテンツ
（中身）と捉え，3つの資質・能力の説明部分を方向目標
としてのプロセス（過程）と捉えると文章化しやすいと考
えた。このルールに従うと，ねらいの文章は，「コンテン
ツ（中身）」を，〜ようになっていく，〜していく「プロ
セス（過程）」として表現できるようになる。

①資質・能力のコンテンツ（中身）としての5領域のねら
い及び内容　※名詞「〜を」
図5を基に資質・能力のコンテンツ（中身）に着目して
5領域の視点で分類すると下記のとおりになる。
<知識及び技能の基礎>
（健康）	「基本的な生活習慣や生活に必要な技能の獲得」	

「身体感覚の育成」
（環境）	「規則性，法則性，関連性等の発見」「様々な気付

き，発見の喜び」

（言葉）	「日常生活に必要な言葉の理解」
（表現）	「多様な動きや芸術表現のための基礎的な技能の

獲得」
<思考力・判断力・表現力等の基礎>
（健康）	「振り返り，次への見通し」
（環境）	「試行錯誤，工夫」「予想，予測，比較，分類，確

認」「他の幼児の考えなどに触れ，新しい考えを生
み出す喜びや楽しさ」

（言葉）	「言葉による表現，伝え合い」
（表現）	「自分なりの表現」「表現する喜び」
<学びに向かう力，人間性等>
（健康）	「安定した情緒」
（人間関係）（言葉）「思いやり」「自信」「相手の気持ちの

受容」「葛藤，自分への向き合い，折り合い」「話
合い，目的の共有，協力」

（環境）	「好奇心，探究心」「自然現象や社会現象への関心」
（表現）	「色・形・音等の美しさや面白さに対する感覚」

②資質・能力の方向目標としてのプロセス（過程）
※動詞「〜のようになっていく，〜していく」
図5を基に資質・能力の方向目標としてのプロセス（過

程）のキーワードを抽出すると下記のとおりになる。
<知識及び技能の基礎>
感じる。気付く。分かる。できる。

<思考力・判断力・表現力等の基礎>
使う。考える。試す。工夫する。表現する。

<学びに向かう力，人間性等>
以下の3つが育つ中で，よりよい生活を営む。
（心情）	味わう。楽しむ。もつ。親しむ。
（意欲）	十分に〜する。進んで〜しようとする。自分

から〜関わる。深める。取り入れようとする。
よく〜する。

（態度）	身に付ける。豊かにする。通わせる。

（4）	5領域のねらい及び内容を資質・能力で捉える
2008（平成20）年版幼稚園教育要領等では「心情・意欲・

態度」で捉えていた5領域のねらい及び内容を，2017（平
成29）年版幼稚園教育要領等においては「資質・能力」で
捉えるという視点の転換が必要となる。
例として，領域「健康」のねらい・内容を資質・能力の

視点で捉えると，以下のようになる。�

<ねらい>
①	明るく伸び伸びと行動し（思考力・判断力・表現力等の
基礎），充実感を味わう（学びに向かう力・人間性等）。

②	自分の体を十分に動かし（思考力・判断力・表現力等の
基礎），進んで運動しようとする（学びに向かう力・人

図5　幼児教育において育みたい資質・能力の整理
（文部科学省「幼児教育部会における審議の取りまとめ」
2016年8月26日）より
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間性等）。
③	健康，安全な生活に必要な習慣や態度を身に付け（知識
及び技能の基礎），見通しをもって行動する。（思考力・
判断力・表現力等の基礎）

<内容>
①	先生や友達と触れ合い（思考力・判断力・表現力等の基
礎），安定感をもって（学びに向かう力・人間性等）行
動する（思考力・判断力・表現力等の基礎）。

②	いろいろな遊びの中で十分に体を動かす（思考力・判断
力・表現力等の基礎）。

③	進んで戸外で遊ぶ（思考力・判断力・表現力等の基礎）。
④	様々な活動に親しみ，楽しんで（学びに向かう力・人間
性等）取り組む（思考力・判断力・表現力等の基礎）。

⑤	先生や友達と食べることを楽しみ，食べ物への興味や関
心をもつ（学びに向かう力・人間性等）。

⑥	健康な生活のリズムを身に付ける（知識及び技能の基
礎）。

⑦	身の回りを清潔にし，衣服の着脱，食事，排泄などの生
活に必要な活動を自分でする（知識及び技能の基礎）（思
考力・判断力・表現力等の基礎）。	

⑧	幼稚園における生活の仕方を知り（知識及び技能の基
礎），自分たちで生活の場を整えながら見通しをもって
行動する（思考力・判断力・表現力等の基礎）。

⑨	自分の健康に関心をもち（学びに向かう力・人間性等），
病気の予防などに必要な活動を進んで行う（思考力・判
断力・表現力等の基礎）。

⑩	危険な場所，危険な遊び方，災害時などの行動の仕方が
分かり（知識及び技能の基礎），安全に気を付けて行動

する（思考力・判断力・表現力等の基礎）。
前述したとおり，2008（平成20）年版幼稚園教育要領と

2017（平成29）年版幼稚園教育要領ではねらい及び内容の
文章にはほとんど違いが見られなかった。しかし，コンテ
ンツ（中身）やプロセス（過程）に着目すると資質・能力
で捉え直しやすいことが明らかになった。

4	 まとめ
本研究では，「①育ちを理解しやすいように一つの概念

図で表す」「②保育内容5領域と育みたい資質・能力の関
係を考察し明らかにする」の2点を目的としていた。
目的①においては，育ちを一つの概念図で表すことで，

乳幼児期から小学校以降の児童期までのつながりを理解す
る一助となることができたのではないかと考える。
目的②においては，コンテンツ（中身）やプロセス（過

程）に着目すると5領域のねらい及び内容を資質・能力で
捉え直しやすいことが明らかになった。「心情・意欲・態
度（学びに向かう力，人間性等）」に「知識及び技能の基礎」
「思考力・判断力・表現力等の基礎」という資質・能力の
捉え方を加えることで，育ちをつかむ視野の広がりと深ま
りが生まれ，乳幼児期から小学校以降の教育への連続性を
踏まえた教育を行うことができるようになると考える。
本研究では，2017（平成29）年版幼稚園教育要領の領域

「健康」の分析に留まった。乳児保育に関わる「ねらい及
び内容」の3視点，1歳以上3歳未満児及び3歳以上児に関
わる「ねらい及び内容」の5領域，幼児期の終わりまでに
育ってほしい10の姿の文章全てにおいて分析することを今
後の課題として取り組んでいきたいと考える。
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